
  

向秋の候，日頃から本校の教育活動にご理解ご協力をいただきありがとうございます。 

今年の夏は、ここ近年の酷暑に比べ、暑さが和らぐ日が多い印象がある一方、熊本を中心とした地震をはじめ、千葉

県や北陸地方などにおける線状降水帯の影響による災害のニュースが各地で報告されています。また、海外に目を向け

てみれば、ネパールと中国（チベット自治区）の国境付近で発生した土石流災害など、多くの方々が被害に遭われたこ

とを思うと、胸が締め付けられる思いがします。一人でも多くの命が救われることを心から願っています。 

２学期は１年で最も長い期間を有するのみならず、中学校１・２・３学年のそれぞれで様々な校外学習活動や宿泊行

事があります。自然とのかかわりを探究したり、大学の研究機関や企業を訪問するといった学びの機会がプログラムと

して準備されています。今しかできない学びをぜひ成長のチャンスに換えてほしいと思います。 

 

 

 

９月１７日（月）～２１日（金）に岩手山少年自然の家を舞台に、夏季の学習合宿を実施しました。中学１年生にと

ってははじめての４泊５日間の宿泊学習であり、中学２・３年生にとっては、日常以上に学習と向き合い、学力のみな

らず学習習慣や授業・テストなどに挑む姿勢についても見つめ直す機会になったのではないかと思います。 

１年間に２回（夏季および春季）にわたり実施する本校の学習合宿ですが、いつも同じ内容ではなく、進級するとと

もに、その学年の学習状況に合わせた学習プログラムをこなしていくことも本校の教育プログラムの特徴です。中学１

年生は、はじめての学習合宿ということもあり、まずは自習への取り組み方を身につけたり、学習への動機づけになる

授業や講話（やる気と行動学など）をおこなうなど、学習に取り組む姿勢をアップデートすることが目的でした。中学

２年生は、特に数学は習熟度に合わせ、模擬試験の過去問などを活用しながら、基本と応用の確認をきめ細かく演習す

るなどの取り組みを実施しました。中学３年生は、英語と数学の基礎基本をそれぞれ１０ステージずつにわけておこな

う「パワーマラソン」という徹底反復型の（強力な）弱点克服企画を打ち出して実施しました。英・数の合計２０ステ

ージにそれぞれ５パターンの演習問題を準備して臨んだので、合計１００パターンのプリントを使用し、採点や質問対

応によって盤石な基礎力を身につけさせようという取り組みです。某〇〇式に近しい部分もありますが、ひとり一人に

合わせた個別指導ができたことによって、学習合宿の中にも切磋琢磨する空気感が生まれたのではないかと思います。 
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参加した生徒たちが書いてくれた夏季学習合宿の感想文を一部抜粋してご紹介します。 

初めての学習合宿で学んだこと 

 学んだことを思い出しながら１日

１日を大切にして、まずはこの中学３

年間を頑張りながら勉強していきた

いと思いました。高校生になって今を

振り返った時、今より自分が成長した

と思えるように一日を過ごしていき

たいです。     （中学１年生） 

努力を結果につなげるために 

 数学夏季休業確認テストで全問正

解できました。時間が余り、テストの

見直しでもう一度解くことができマ

イナスの付け忘れに気づくことがで

きました。見直して、９８点になるか

１００点になるか全然違うと思いま

した。       （中学１年生） 

非日常の合宿を通して 

 学習時の集中力をのばせたり、学習

の楽しさの再発見ができたりしたの

で、とても良い合宿にすることができ

たと思います。そして、私はこの合宿

で学んだことを普段の生活に生かし

ていき、志望大学に合格できるよう努

力していきたいです。（中学２年生） 

 

２学期には、学びの場が教室の外へと大きく広がります。「湿原」という言葉を知っていることと、実際に尾瀬を歩

き、風や水、植生を自分の目で確かめることとは同じではありません。中学１・２年生は尾瀬・燧ヶ岳を訪れ、亜寒帯

湿原の生態系に触れます。中学３年生は南蔵王で自然に親しみ、環境について考えるとともに、野外活動の中で、自分

の役割を引き受けることの意味を学びます。 

学びの行き先は、自然の中だけではありません。中学３年生は福島県立医科大学を訪れます。「地域医療」という   

言葉の向こう側には、実際に地域を支える人がいて、その道を志して学ぶ学生がいて、医療を育てる環境があります。

さらに１０月には、中学２・３年生が首都圏へ赴き、大学の最先端研究と、その成果を社会の中で形にしていく企業を

訪ねます。研究室で生まれた一つの問いが、どのような人々の手を経て社会へ届くのか。現場に立つことで、学問と   

社会との距離感も少し違って見えてくるはずです。教室で知った言葉に、実際の景色や人の顔や自分自身の経験が重な

っていく。そうして知識に手触りを与えていくことなのかもしれません。２学期、生徒たちがどのような「本物」に出

会い、何を持ち帰ってくるのか、楽しみにしていただければと思います。

 

後悔を次につなげる合宿 

 私は今回の合宿で多くのことを経

験できました。達成できた目標もあ

り、達成できず、悔いが残ってしまっ

た目標もあります。しかし、悔しいま

まで終わるのではなく、その悔しさを

これからの生活に生かしていきます。 

（中学２年生） 

学習合宿で学んだ心構え 

 最初に立てた最後まであきらめず

に努力するという目標は、完璧ではな

いものの、達成することができたと思

います。朝テストでは初めて一度も追

試にならず、苦手だった基礎を復習す

ることもできました。  

（中学３年生） 

基礎基本を武器にする 

 私はこの５回目の合宿を経験して、

基礎の積み重ねの大変さを痛感しま

した。基礎的な知識などは常に完璧な

状態にしておいて、これからの高校内

容の勉強に力を入れて頑張っていき

ます。        

（中学３年生） 

２学期のはじまり－教室の外へ学びを開く－ 

《連絡事項》 

○９月９（水）～１１日（金）にかけて中学１・２年生は尾瀬・燧ヶ岳登山となります。参加承諾書の提出が９月   

７日（月）までとなっております。日程や準備物などの詳細は、別途配布されているしおりをご覧下さい。 

○９月１０（木）・１１日（金）は中学３年生が南蔵王にて林間教室を行います。参加承諾書の提出が９月７日（月）

までとなっております。日程や準備物などの詳細については、別途生徒に配布されるしおりをご覧下さい。 

○９月１２日（土）は尾瀬・燧ヶ岳登山、林間教室直後となっており、中学生のみ生徒休業日となっています。 

○９月１７日（木）は中学３年生が福島県立医科大学の医学部・保健科学部を見学します。 

○１０月９（金）・１０日（土）に中学２・３年生で東京地区大学見学研修会を実施します。日程や準備物などの詳

細については、後日配布されるプリントをご覧下さい。 


